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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本二酸化塩素工業会

（JCDIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 S 3302：2021 
 

二酸化塩素を用いた除菌製品の二酸化塩素ガス 

発生量の測定方法－小形チャンバー法 

Determination of the amount of chlorine dioxide gas generated by  

sanitization products-Small chamber method 

 

1 適用範囲 

この規格は，小形チャンバー法を用いた二酸化塩素発生源から空気中へ放散する二酸化塩素ガスの発生

量を測定する方法について規定する。 

この規格は，有人の屋内で使用する，空間の除菌などを目的とした使い捨て型の製品に適用する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 1901 建築材料の揮発性有機化合物（VOC），ホルムアルデヒド及び他のカルボニル化合物放散

測定方法－小形チャンバー法 

JIS K 0127 イオンクロマトグラフィー通則 

JIS K 0557 用水・排水の試験に用いる水 

JIS K 0804 検知管式ガス測定器（測長形） 

JIS K 8622 炭酸水素ナトリウム（試薬） 

JIS K 8625 炭酸ナトリウム（試薬） 

JIS K 8913 よう化カリウム（試薬） 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

JIS Z 8703 試験場所の標準状態 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

小形チャンバー 

空気を流通させる入口及び出口があり，二酸化塩素発生源から放散される二酸化塩素ガスの発生量を測

定するための条件を制御できる容器 


